
社会の変化に適応する５Ｇ製品の開発
ー実証実験を京都で！ー

５Ｇ（第５世代移動通信システム）を用いて、ＡＩ・ＩｏＴと組み合わせた次世代

ロボットやＤＸに役立つシステム開発などの実証実験を支援し、様々な社会の変化に適
応できる製品・サービスの実現を目指します。

５Ｇ基地局を装備した開発・実証実験場をご提供！
・けいはんなオープンイノベーションセンター(KICK)：屋外2箇所
・けいはんなロボット技術センター：屋内１箇所

・R3年度採択事例（ﾊﾞｲﾀﾙﾓﾆﾀ付きｵﾝﾗｲﾝ診療の開発など） 注）施設の利用料金、5G通信量は別途必要です

【補助率】１０/１０ 【支援規模】５０～１００万円 【採択件数】審査により数件

【対 象 者】 事業者又は事業者を代表とする企業グループ（京都府以外の事業者も可）

【募集事業】けいはんなオープンイノベーションセンター(KICK)・けいはんなロボット技術センターの
５G基地局（屋外と屋内に設置）を活用して行う、製品開発のための検証、実証実験、研究
開発※リモート操作ロボット、自動運転、仮想世界での商談ルームの開発、３DCGで作成し
たバーチャル映像の高画質配信など様々な取り組みを募集しています

【評価基準】 事業の与える社会的な影響、実現可能性、趣旨及び実施体制の適正性、実施内容の具体性

【相談・提出先】(公財)京都産業２１ けいはんな支所 （KICK事務局内）
〒619-0294 関西文化学術研究都市（京都府 精華・西木津地区）TEL0774-95-2220

【相談】京都府商工労働観光部 ものづくり振興課 TEL075-414-4849

(https://www.ki21.jp/kobo/r2/5g/
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５G×モーションキャプチャー 5G×ロボット

■本事業で支援する取組例

５G×映像 5G×ドローン

取組例はあくまでもイメージであり、これ以外の取組についても、お気軽にご相談ください！

モーションキャプチャーに
よる人の位置測位で生成し
たアバターを3DCGによる
高画質の映像として、５Gで
リアルタイムに配信できま
す。

■参考 当施設及び設置している機器も併せてご活用いただけます

スマートモビリティの
遠隔操作や遠隔手術支
援を行うロボットの実
証実験を５G基地局の
ある屋外・屋内の
フィールドで実施可能
です。

ドローンを使用し、カメラで
撮影した映像の５G配信や
データ通信の状況について、
ご確認いただけます。
※ドローンを屋内外で飛行さ
せて通信する場合、ドコモ
「LTE上空利用プラン」の
申込が必要です

リアルタイムカメラトラッキ
ングシステムを用いて、ＣＧ
で合成した背景をリアルタイ
ムで５Ｇにより配信する、
バーチャルスタジオとしてご
利用いただけます。
※カメラなどの撮影機器は別
途持ち込みが必要です

貸出ゾーン・貸出ロボット等


